
製造に携わる多くの日立グループ会社で
MES導入を成功させてきました。この実績
から得たノウハウを生かし、MES仮想モデル
に落とし込んで検証。導入・実装を想定し
たアセスメントを実施します。

5M情報間の整合を検証テンプレートで重
点的に評価。洗い出したリスク・課題の中か
ら、導入のボトルネックとなりそうな課題を企
画構想のインプットとすることで、フロントロー
ディングで導入に取り組みます。

MESの11機能※1の中から、品質管理に関
わる5M※2情報を優先的に検証。これを
MESの標準モデルと対比することで、貴社
のモデル化時の要件漏れやスコープの発散
を防ぎます。

品質管理に関わる5M情報を優
先的に検証し、要件漏れを防止

日立グループの導入実績を生か
した効率的で現実的な施策立案

検証で導き出した重要課題を核に
フロントローディングで導入を支援

現状の製造実行情報の分析・アセスメントで
リスク・課題の洗い出しを4週間で実施し
実現性の高いMES導入企画構想の立案を支援

MES導入4Weekアセスメントサービス

多種多様なデータを基に判断し、次の行動を決定していくデータ
ドリブン経営の重要性の高まりを背景に、さまざまな企業が生産性
向上やコスト削減、効率化などの実現はもちろん、真のDXへつな
げていこうと、データを核とした経営変革に挑んでいます。

製造業も例外ではなく、製造現場の情報化とその利活用を実
現するMES（Manufacturing Execution System）を導入
し、ERPなどのシステムと連携させていくことが不可欠ですが、「現
状の情報が整理できていない」「重要性が経営層に理解されな
い」などの課題に直面し、導入が進まないケースが散見されます。

日立コンサルティングでは、これまで多くの企業・事業のデジタル
化を支援してきました。その知見を礎に、MES導入に向けたアセス
メントを4週間で実施し、根拠に基づいた実現性の高いMES導入
企画構想の立案を支援します。

アセスメントチャート

データドリブン経営

製造実行・生産オペレーション（MES）

原価低減による
コスト削減

需給・在庫の
適正化

作業効率化による生産性向上

品質管理の
向上

経営管理・業務計画（ERP・SCM）設計（PLM）

PLM：Product Lifecycle Management、ERP：Enterprise Resource Planning、
SCM：Supply Chain Management

製造実行・生産オペレーション（MES）

製品管理
工程管理
製造指示
文書管理
品質管理

アセスメントスコープ
（製造実行）

 スケジュール
 データ収集
資源管理
作業者
設備保守
実績分析

企画・構想策定スコープ
（生産オペレーション全般）

※1 米国のMES推進団体によって区分された機能
※2 Material、Machine、Man、Method、Measurement
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こんなお客さまにお勧めします

MESの導入要件に関する情報整理を効率的に進める方法を探している。

製造の情報管理で、どの部分が属人化していてシステム化の弊害になっているのかを客観的に把握したい。

パッケージMESという汎用システムの標準的な考え方に合わせて導入する進め方の経験がない。

推進アプローチ

MES導入のプロジェクト開始前に、予想されるリスク・課題に加え、導入活動の規模感も把握したい。

本サービスは、MES導入に向けて実現性の高い企画・構想策定を行うためのフェーズです。
MESに必要な製造現場の情報を分析し、アセスメントを実施。MES仮想モデルとの対比をしながら情報の整合性を検証することで、リ
スク・課題を可視化してMES導入プロジェクトのインプットを構築します。

MES仮想モデルイメージ

MES導入4Week
アセスメントサービス 企画フェーズ 生産オペレーション

構想策定サービス

アセスメント・企画構想策定支援サービス

アセスメント・企画構想策定支援サービスのご紹介
現状を的確に把握するためのアセスメントから、プロジェクトのねらい･方針を定義する企画、導入システム検討のための業務・情報を整備する構想策定まで、
ニーズに合わせてサービスを提供。実効性の高いMES導入を支援します。

製造実行時の情報からシステム化のアセスメントを
実施。MES仮想モデルに当てはめ、管理する情報
の有無、つながり、課題を整理する。

プロジェクトのねらい･範囲・方針を定義し、現状の
問題点とめざす姿、生産オペレーション改革に向け
たロードマップを策定する。

企画フェーズで定義したプロジェクトのねらい･方針に
沿った業務改革像を詳細化し、改革を実現するた
めの業務・システム要求や実現効果を具体化する。

Step1

• 対象工程選定・関連資
料準備

• 情報有無を検証、リスト
作成

• 内容の確認、課題などの
ヒアリング

4 weeks

準備

主な成果物

• 製造対象工程一覧表
• 準備資料一覧表
• 製造情報検証リスト

業務概要図

• 担当者ヒアリングを通し、
As‐Isの業務と情報の有
無を検証

• 現状の工程表、QC工程
図、組図、部品表、システ
ム図や一覧を収集・整備

アセスメント

製造情報整理イメージ

• MES仮想モデルに当て
はめ、業務・システムの各
視点から実現性と課題
を整理

主な成果物

• アセスメントリスト

• 検証結果からMES導入
時のアセスメントリストを作
成。MES導入に向けての
課題を整理

アセスメントリスト

1 1 債権管理 1 債権計上 1 債権(入金予定)計上
(システム連携)

1 債権情報登録 フロントシステムに売上(立替等含む)情
報を登録する

・フロントシステムに売上等の債権情報を登録
する

2 2 リベート情報登録 フロントシステムでリベート(都度値引)金
額を計算する

・都度値引きの場合はフロントシステムにリベート
情報を登録する

3 3 債権(入金予定)データ連携 フロントシステムから財務会計システムに
債権(入金予定)情報を連携する

・リベート(都度値引)情報はフロントシステムで
計算され、反映後の債権金額が連携される
・連携情報にもとづき、仕訳が自動計上される
・債権データには、回収方法に関わる情報を保
持しており、債務との相殺を行う場合はシステム
で自動的に相殺処理が行われる

・債権(入金予定)データ

4 4 連携エラー対応

5 2 債権計上(伝票入力/
データ取込)

1 債権情報登録 取引にもとづき、財務会計システムに債
権(入金予定)情報を登録する

・都度発生する取引について、会計システムに
直接債権(入金予定)情報を入力する
・Excel/CSVのデータ取込により、複数取引を
一括で登録することも可能になる
・データが登録されると、ワークフローにより次の
承認者に承認依頼通知が送られる
(・承認依頼後、差戻された伝票については内
容を修正し再申請を行う)
・債権データには、回収方法に関わる情報を保
持しており、債務との相殺を行う場合はシステム
で自動的に相殺処理が行われる

・債権(入金予定)データ
(Excel/CSV等)

6 2 債権情報承認(部門長承認) 各事業部門上長が電子承認を行う ・ワークフローにもとづき承認依頼を受けた承認
者が電子承認を行う
・経理が確認すべき特定の伝票については、部
門長承認後経理に承認依頼が送られる
(・内容に不備がある場合は、申請者へ差戻ま
たは否認を行う)

7 3 債権情報承認(経理承認) 経理が確認すべき伝票については、経理
にて電子承認を行う

・ワークフローにもとづき承認依頼を受けた経理
部門が電子承認を行う
(・内容に不備がある場合は、申請者/部門長
へ差戻または否認を行う)
・承認された伝票にもとづき、仕訳が自動計上
される

名称

アウトプット
(帳票／伝票)No.

Level 1(プロセス) Level 2(サブプロセス) Level 3(業務) Level 4(業務内訳)

インプット
(帳票／伝票)

# 名称 業務概要 業務内容補足
※仕訳は太字# 名称 # 名称 #

Step3

• 判断結果とリスク、課題を
アセスメント結果としてご
報告

結果報告

主な成果物

• アセスメント結果報告書

アセスメント結果報告書

Step2

次
フ
ェ
ー
ズ
計
画
策
定

対象工程を選定し、MES導
入要件の基となる製造実行
に関わる情報を準備する。

情報の有無と情報間の整合性を事前に用意した項目で検証。MES仮想モデルに当てはめ、
導入に向けた要件がそろっているか否か確認する。

導入に向けてのリスク・課題を
洗い出し、アセスメント結果と
して報告する。
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